
１液でも２液でも使える環境配慮型塗料

1液仕様時　硬化剤不要 
2液仕様時　ベース ５：１ 硬化剤

レタンＰＧハイブリッドエコ
ＲＥＴＡＮ ＰＧ ＨＹＢＲＩＤ ＥＣＯ

コード 製　品　名 容 量 特長・摘要

レタンＰＧエコ シンナー５

レタンＰＧエコ シンナー１０

レタンＰＧエコ シンナー２０

レタンＰＧエコ シンナー３０

レタンＰＧエコ シンナー４０

レタンＰＧハイブリッド シンナー ５

レタンＰＧハイブリッド シンナー １０

レタンＰＧハイブリッド シンナー １５

レタンＰＧハイブリッド シンナー ２０

レタンＰＧハイブリッド シンナー ２５

レタンＰＧハイブリッド シンナー ３０

レタンＰＧハイブリッド シンナー ３５

●メタリックの吹きムラが出にくく、ボカシ
　作業性が良い。１液、２液ともに使用可。

●メタリックのアルミ感の微調整用。
●クリヤータイプの原色。

●メタリックの方向性、アルミ感の微調整用。

●低隠蔽塗色に使用する明度調整中塗り。

●ベースコート用、ハイブリッドエコフィラー2用。

●カラーベースボカシ部分の下塗り
　レベリング剤。
●クリヤーボカシの追加希釈剤。

低温時

高温時

低温時

高温時

温度
項目

塗装面積

ドアパネル
1枚程度

シンナータイプ

30℃20℃10℃

●乾燥　カラーベース（1液・2液）

●レタンPGエコ シンナーの選び方

シンナー

指触乾燥

中研ぎ可能

テープ可能

シンナー10 シンナー20

5分

10～15分

10～15分

シンナー30

5
40

40と30を混合
30

30と20を混合
20

20と10を混合
10

10と5を混合
5

10 15 20 25 30 35 40
温　度（℃）

塗装面積

ドアパネル
1枚程度

全塗装
または
ルーフ・
ボンネット
程度

●レタンPGハイブリッド シンナーの選び方

5
35
30
25
20
15
10
5
35
30
25
20
15
10

10 15 20 25 30 35 40
温　度（℃）

塗装面積

全塗装
または
ルーフ・
ボンネット
程度

シンナータイプ

シンナータイプ

5
40

40と30を混合
30

30と20を混合
20

20と10を混合
10

10 15 20 25 30 35 40
温　度（℃）

※諸条件で乾燥は変わります。上記はあくまで参考値です。

レタンPGハイブリッドエコ Lバインダー90

レタンPGハイブリッドエコ Lバインダー70

レタンPGハイブリッドエコ Lバインダー55

レタンPGハイブリッドエコ Lバインダー40

レタンPGハイブリッドエコ 硬化剤

レタンＰＧハイブリッドエコ
ベース各色

レタンＰＧハイブリッドエコ
002アルミコントロール剤

レタンＰＧエコ
ボカシレベリング剤（速乾形）

レタンＰＧエコ 
ボカシレベリング剤

レタンＰＧエコ
ボカシレベリング剤（遅乾形）

14-294-852

14-294-853

14-294-854

14-294-855

14-294-856

91-294-851

     294-852

     294-853

     294-854

     294-855

     294-856

     294-857

14-384-023

14-384-022

14-384-021

94-384-920

94-384-921

94-384-922

94-384-923

94-384-006

94-384-002

94-384-XXX

95-384-100

0.9L
3.5L

レタンＰＧハイブリッドエコ
メタリックナイスハイパー

0.9L
3.5L

0.9L
3.5L

0.9L

0.9L

1L、4L

4L

16L

16L

●中濃彩系メタリック・パール塗色に添加
することで、仕上がり性、塗装感が向上。

レタンＰＧハイブリッドエコ
003スカシコントロール剤94-384-003
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1）２コートメタリック・パール仕様

レタンＰＧハイブリッドエコ ベース

レタンＰＧハイブリッドエコ 硬化剤

レタンＰＧエコ または レタンＰＧハイブリッド シンナー

カラーベース

ク  リ  ヤ  ー 塗装仕様概要 5) 6) 7)

1 液仕様

100

0

80～120

2液仕様

100

20

60～100

３）２コートソリッド仕様

レタンＰＧハイブリッドエコ ベース

レタンＰＧハイブリッドエコ 硬化剤

レタンＰＧエコ または レタンＰＧハイブリッド シンナー

カラーベース

ク  リ  ヤ  ー 塗装仕様概要 5) 6) 7)

1 液仕様

100

0

60～100

2液仕様

100

20

40～80

２）３コートパール仕様 

カラーベース

パールベース

ク  リ  ヤ  ー 塗装仕様概要 5) 6) 7)

1 液仕様

100

20

40～80

100

0

130～150

2液仕様

100

20

40～80

100

20

110～130

４）Ｌバインダーシステム仕様

Lバインダー各種

レタンＰＧハイブリッドエコ 硬化剤

レタンＰＧエコ または レタンＰＧハイブリッド シンナー

レタンＰＧハイブリッドエコ ベース

レタンＰＧハイブリッドエコ 硬化剤

レタンＰＧエコ または レタンＰＧハイブリッド シンナー

Lバインダー

カラーベース

ク  リ  ヤ  ー 塗装仕様概要 5) 6) 7)

1 液仕様

100

20

40～80

100

0

2液仕様

100

20

40～80

100

20

80～120（メタリック・パール）

60～100（ソリッド）

60～100（メタリック・パール）

40～80（ソリッド）

レタンＰＧハイブリッドエコ ベース

レタンＰＧハイブリッドエコ 硬化剤

レタンＰＧエコ または レタンＰＧハイブリッド シンナー

レタンＰＧハイブリッドエコ ベース

レタンＰＧハイブリッドエコ 硬化剤

レタンＰＧエコ または レタンＰＧハイブリッド シンナー

８）裏吹き塗装仕様（クリヤーコートをしない場合）

（#002）
20～40

（硬化剤）
20

シンナー

60～100（メタリック・パール）
40～80（ソリッド）

（カラーベース）
100

（A）

（A）

100

+

+

=

+

レタンＰＧハイブリッドエコ ベース

レタンＰＧハイブリッドエコ 硬化剤

2液仕様

100

20カラーベース
60～100（メタリック・パール）
40～80（ソリッド）レタンＰＧエコまたはレタンＰＧハイブリッドシンナー

＜注意事項＞
●淡彩塗色（白、黄、シルバーなど）の場合には、#002アルミコントロール剤を添加してツヤ調整してください。 

レタンＰＧハイブリッドエコ 塗装仕様概要

７）プラスチック仕様（クリヤー）

スーパーHS
100
HS

プラスチック
70

HX
プラスチック

60

RR
プラスチック
33

HS
プラスチック
60

RR
プラスチック

50

RR
プラスチック
20

HX
プラスチック

40

0～10

HX(M)
100

25～40

HX(Q)
100

RR215
100

40～70

RR310
100

20～40

HS(Q)
100

20～35

RR210
100

20～35

RR510
100

20～30

XP
100

20～40

XR
100ベース

硬化剤

ＰＧエコ
シンナー

※シンナーはレタンＰＧエコ ＨＳシンナー、レタンＰＧハイブリッドシンナーも使用可能。
※注1はHSシンナー使用の場合は30～40％。

注1

5）クリヤー仕様

スーパーHS
100

スーパーHS
50

15～20

HS（Q）
100

HS（Q）
50

20～30

RR210
100

エコマルチ
50

10～25

RR215
100

30～60

ベース

硬化剤

ＰＧエコ
シンナー
※シンナーはレタンＰＧエコ ＨＳシンナー、レタンＰＧハイブリッドシンナーも使用可能。

RR310
100

エコマルチ
33

10～30

RR510
100

エコマルチ
20

10～20

HX(M)
100

HXハイフロー
または

HXスタンダード
50

5～35

HX(Q)
100

5～30

XP
100

エコマルチ
20

20～30

XR
100

10～20

６）耐スリ傷・フッソクリヤー仕様

ベースコート
（Ｌバインダー、カラーベース、パールベース）

バインダー

※

クリヤー

（耐スリ傷、フッソクリヤー）

耐スリ傷仕様

レタンPGエコシンナー
30～40

レタンPGエコシンナー
5～10

1液仕様 2液仕様

フッソ仕様

1液仕様 2液仕様

塗装仕様概要 1) 2) 3) 4)と同じ 塗装仕様概要 1) 2) 3) 4)と同じ

レタンPGエコ または レタンＰＧハイブリッド
シンナー：5～35

スーパーフッソＱベース：100

スーパーフッソ硬化剤：10

※シンナーはレタンＰＧエコ ＨＳシンナー、レタンＰＧハイブリッドシンナーも使用可能。
※耐スリ傷仕様はバインダーを省略可能。

ＨＸ（Ｑ）クリヤーベース：100

HXスタンダード硬化剤 または
HXハイフロー硬化剤：50

レタンＰＧエコ マルチダイヤモンドクリヤー
Qベース：100

レタンＰＧエコ マルチダイヤモンドクリヤー
Q硬化剤：50
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塗装作業上の注意事項

●プラサフの種類は、２液ウレタン系プラサフ（COODEフィラー、レタンPGハイブ

リッドエコフィラー2、JUST H-S フィラー、JUST H-S フィラーA）を推奨いたし

ます。

●プラスチック素材に対しては、２液ウレタン系プラサフをプラスチック仕様でご使

用ください。

●プラサフの研磨の最終ペーパー番手は、淡彩系塗色はＰ６００以上、濃彩系塗色は

Ｐ８００以上のものをご使用ください。

●電着交換パーツに対しては、塗膜性能確保の為、２液ウレタン系プラサフを必ず塗

装してください。

●ＦＲＰ素材の場合は、プラスチックプライマー（NE）と２液ウレタン系プラサフ（ＳＵ

ウレタンプラサフＡ）を必ず塗装してください。

●調色用原色として、レタンＰＧマルチＦＣ原色、レタンＰＧ８０原色などは使用出来

ません。

●ベースコートが1液仕様の場合は、Ｐ11 5）クリヤー仕様に記載のあるクリヤー

を必ず塗装してください。

●ベースコートが2液仕様の場合は、関西ペイント自動車補修用ウレタンクリヤー各

種も使用可能となります。

●各種添加剤の使用可否は、以下の通りです。

ベースコート クリヤー

レタンPGノンブラ

レタンPG硬化促進剤

レタンPGマルチつや消し剤

レタンPG添加剤M2（ハジキ止め剤）

○

×

×

×

○

○

○

○

※1 ※1

※2

指触時間

中研ぎ可能時間

テープ貼り可能時間

10℃
シンナー10

20℃
シンナー20

30℃
シンナー30

温　　度
シンナー

5分

10～15分

10～15分

※1 希釈シンナーに対して10％以内　　※2 ベースに対して3％以内

●艶消しクリヤーを塗装する際は、バインダー仕様を推奨いたします。

●下地処理

●ベースコート、クリヤー

●ベースコートのゴミ・ブツを処理する場合には、中研ぎしてから塗り重ねてくださ

い。中研ぎで処理出来ない場合には、ベースコートを拭き取るか、クリヤー塗装後

に再補修してください。 

●クリヤー塗装後に再補修する場合には、クリヤーのコンパウンド磨き可能時間の2

倍以上の乾燥を行ってから実施してください。

●手直し・再補修

レタンＰＧハイブリッドエコ

FCベース

ＲＥＴＡＮ ＰＧ ＨＹＢＲＩＤ ＥＣＯ ＦＣ

0.3L

製　品　名コード 容 量

微調色時の必需品

14-384-361

14-384-400

14-384-531

14-384-582

14-384-584

14-384-618

14-384-622

14-384-626

14-384-636

14-384-672

３６１オキサイドエローＦＣベース

４００ディープブラックＦＣベース

５３１ホワイトＦＣベース

５８２チンチングブラックＦＣベース

５８４インディアンレッドＦＣベース

６１８ディープグリーンＦＣベース

６２２ナチュラルブルーＦＣベース

６２６レディッシュバイオレットＦＣベース

６３６ニューストロングレッドＦＣベース

６７２ラピスブルーＦＣベース

レタンＰＧ

ハイブリッドエコ

注）レタンＰＧハイブリッドエコ専用。

ベースコートの乾燥性（1液、2液）
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